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◇「東京マラソン２０１０を走り終えて」
     本部長 竹内 政司〔多摩支部 竹内運輸工業㈱〕 
 

２月２８日（日）、東京マラソンを走った。青年部員とともに、ロ

ジ研からは藤倉泰徳 副本部長（株式会社 藤倉運輸）と私が昨年に続

きエントリーした。皆さんの応援のお陰で二人とも完走することがで

き、青年部の先輩格と自負するロジ研の面子を保った。 

昨年６月、ぎっくり腰を患った。痛くて歩けない。病院で腰椎分離

すべり症、腰部脊柱管狭窄症による間欠性跛行（はこう）と診断され

た。夏ごろ、大島青年部長から東京マラソンの話がきた。時間はまだ

ある。何とかなるだろうと申し込んだのが甘かった。アッという間に

時は流れ、コルセットが取れないうちに秋になり、１１月の声を聞い

たとき、焦燥感にかられ、トレーニングを始めた。 

しかし痺れと痛みで満足に走れない。１０日に一回くらい１０キロ

をだまし、だまし走り、何とか１月末までやってみたが、ついに練習

する意欲さえ萎えてしまった。２月に入りトレーニングを止めた。あ

とは運を天に任せた。 

当日は朝から雨。悪条件の中で４２.１９５キロメートル先のゴー

ルを目指しスタートした。走りきれるだろうか？、不安が頭から離れ

ない。爆弾を抱えた身体ゆえ、走り終わるまで、得も言われぬ恐怖感

がつきまとった。一度はまぐれで走れたけれど、途中の痛さや辛さを

身体が覚えている。調子の良さと勢いで走るにわかランナーにとっ

て、フルマラソンの恐さは身にしみてわかっていた。 

今年５５歳の身体は、ゴールに近づくにつれ悲鳴を上げる。余裕な

ど無い。痛さと辛さは承知の上で臨んだつもりだったが、やはり３０

キロを過ぎると膝の痛みはピークに達し、腰から下の関節と筋肉に半

端ではない激痛が走る。筆舌に尽くしがたい気の遠くなるような痛み

が続き、しだいに感覚が麻痺してくる。ここで走るのを止めたらもう

足が前に出なくなる。あと５キロ、５キロさえ走りきれば残りを歩い

ても何とかなる。だが、そこまで持つか？。もう足が上がらない！。

覚悟を決めて足を前に出し続けた。本当に痛くて辛かった。「頑張

れ！！」という沿道の声援を励みに一歩、また一歩。３８キロから先

はもう走れなかった。 

あとは完走ならぬ完歩を目指した。５時間４９分１９秒。ゴールし

た瞬間、安堵感が胸にあふれ、そこには恐怖心から開放された自分が

いた。 

こうして私の２度目の東京マラソンは幕を下ろした。応援、ありが

とうございました。 

 
 

◇「デフレ時代の運送業の利益アップ」 

第１回：『勘定あって銭足らず』･･･儲けは人が作る 
 アドバンスト･マネジメント･テクノロジ㈱ 代表取締役 

 ㈲プラスワン 役員               唐沢 鉄夫 
 
 経営者・管理者の皆様、皆様は経営を実践していく中で、どのよう

な指標を管理されていますか。売上は勿論ですが、コストはどのくら

いの頻度（年次、月次、日次）でどれくらい細かく管理されています

か。利益についてはいかがですか。 
 売上からコストを差し引いたものが利益になるわけですが、それで

は、キャッシュフローは管理されていますか。利益１００ならばキャ

ッシュも１００手元に残らなければおかしいですね。利益がでていて

も支払が先行し回収が遅れると、キャッシュが足りなくなり、支払が

遅延し最悪倒産に至ってしまいます。これが勘定合って銭足らずとい

う現象です。いかにキャッシュの管理が重要かということです。 
請求モレはないか、入金は予定通り行われているかといったキャッ

シュインの管理とともに、タイヤ代や税金（法人税、消費税）等日常

発生しないキャッシュアウト時にキャッシュが不足することのない

よう計画的な管理が必要です。 
※唐沢氏のご紹介は次号掲載します。

◇「第３回セミナーを終えての感想」 
      研修副委員長 山田 正信〔㈱森田商運〕 

 
 今回、第三回のセミナー講師を人選するにあたり、研修委員会内

部でも如何にするかについて協議の時間をかなり費やすと共に苦慮

いたしました。 
 第一回目講師の山崎養世氏（高速無料化原案立案者、現総務省顧

問）のインパクトが強すぎたせいか、フォーラムに向けての方向性

が偏ってしまうのではとの危惧もあり、バランスを図るために対極

的な講師を選出しなれければならなくなった訳です。 
 ダメもと感で交渉した人物、最近のメディアに頻繁に出演する岸

博幸氏を第三回セミナー講師としてお招きできたのはタイムリーヒ

ットで有ったと思います。 
 講演内容は岸氏（小泉、竹中政権政策に深く関与）の立場上から、

現政権下での政局、各官庁間の動向、今後の我々業界に関わる方向

性の予測、その対処法のヒント、それに政、官、財界のオフレコ的

逸話まで拝聴できたのは大変に有意義でした。 
 この原稿がＵＰされる頃、フォーラム開催直前と成っているでし

ょう。今回フォーラムの目玉である、岸氏と竹内本部長の対談が今

から待ち遠しく、また、研修委員会一同がフォーラムの成功に向け、

現在は尽力を尽くしている最中です。 
◎いよいよ明日開催です。 
 「安全と安心」の共創と実現についての集大成として開催するロ
ジ研のフォーラムⅣです。是非ご参加ください。 
 なお、お申込いただいていない方でも、当日受付で名刺 1 枚をい
ただければ急な参加もＯＫです。 
 ３月４日（木）の東ト総合会館 ７F大会議室で１４：１５受付開
始、１４：４０～１７：００（終了後交流会もどうぞご参加くださ
い。）入場自由（どなたでも参加できます。）・無料です。 
 
◇「商工会議所との共同イベント第２弾」 

  広報委員長 鈴木 貢〔葛飾支部 ㈲すずか梱包運輸〕
 
 今日は、葛飾区商工会議所運輸部会主催の研修見学会が催され

我々葛飾支部ロジ研のメンバーもそれに同行参加した。 
 内容は、日産の横浜工場で MR 型エンジンの生産工程の見学と、

東京電力の電気の資料館にて、電気自動車の体験乗車を行った。 
 商工会議所とトラック協会とはこれまで特に活動の接点がある訳

でもなく、別々の行事をそれぞれにこなしてきていた。 
 ここに接点を見つけたのは去年の大口審議官の講演会からであ

る。そこに共通の話題、共通の興味があることが分かり、以後は運

輸部会とトラック協会で協力し合って業務を遂行していこうという

ことになり、今回はその第二弾である。 
 勿論、異業種との交流であるため、すべて独自の視点で運営する

わけにもいかないが、会議の席等でこれまでと違った見識を述べて

くださる方がいらっしゃることで、こちらも業界の中に閉じこもっ

て黙々と業務をこなしているだけではなく、社会のニーズを知るの

には非常にいい勉強になった。 
 今回の研修見学会が大成功を収めたかどうかは多少気にはなる

が、私には些細なことのように思える。 
 皆の感想を聞いて、今後に役立てることも大事だが、それよりも

葛飾の地で、しかもロジ研として、このような行動を起こせる環境

が整い、実行出来るということの方が私には遥かに意義があり、大

事なのだ。 
 イベントは今後検討していけばいい。将来のシンクタンクを目指

すロジ研で人との交流の場を大きく増やせることが、何にもまして

宝物になると思う。 
 
◇お知らせ《行事予定》 
 ○3/ 4(木) 12:30 正副本部長会議・東ト総合会館 4F 

 ○     14:40 ロジ研フォーラムⅣ・東ト総合会館 7F 

 ○     17:15 ロジ研フォーラム交流会･東ト総合会館 4F

 ○4/17(土) ロジ研ゴルフコンペ（狭山ゴルフクラブ） 
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